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第２章 川崎市における高齢者の状況 
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 17 かわさきいきいき長寿プラン 

１ 川崎市の高齢者の現状 

本市は、令和２（2020）年 10月 1 日時点で高齢者人口が約 32 万人となり、約

５人に１人がひとり暮らし高齢者で、約 13世帯に１世帯が高齢者夫婦世帯です。 

また、要介護・要支援認定者（第１号被保険者）は 5.9万人を超え、本市の全高齢

者の約 18.0％を占めるとともに、約 5.8 万人には、認知症があると推計しています。 

 

【本市の高齢者の現状】 

 

① 

 

 

 

② 

 

 

 

③ 

 

 

 

④ 

 

 

 

⑤ 

 

 

 

 

 

 

※この表は、本市の全体的な高齢者の現状をイメージしていただくためのものであり、表中の数値は概算です。 

※②「要介護・要支援認定者」の数は令和２年 10 月 1 日時点で、第 1 号被保険者（65 歳以上）の方をいいます。 

※③「ひとり暮らし高齢者」、④「高齢者夫婦世帯」の数は、平成 27 年の国勢調査の結果です。「高齢者夫婦世帯」

とは、少なくともいずれかが 65 歳以上の夫婦のみの世帯をいいます。 

※「認知症」の方の数は、国の研究事業における認知症有病率に基づく推計であり、軽度認知障害（ＭＣＩ）は含ま

れません。  

市の人口の約５人に１人が高齢者 

市の高齢者の約 5 人に１人がひとり暮らし 

（高齢者夫婦世帯 5.4 万世帯／一般世帯 69.0 万世帯） 

市内の約 13 世帯のうち 1 世帯が高齢者夫婦世帯 

市の高齢者の約６人に１人が認知症（推計） 

（認知症高齢者 5.8 万人／高齢者 32.2 万人） 

（要介護・要支援認定者 5.9 万人／高齢者 32.2 万人） 

（ひとり暮らし高齢者 5.8 万人／高齢者 30.2 万人） 

市の高齢者の約５人に１人が要介護等認定者 

（高齢者 32.2 万人／人口 153.7 万人） 
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２ 高齢者人口の推移 

（１）市全体の高齢化の状況 

本市の高齢者人口は年々増加を続け、今後、高齢化率が 21％を超え、超高齢社

会★が到来します。 

令和元（2019）年度には後期高齢者の数が前期高齢者の数を上回っており、後

期高齢者数は、第８期計画の最終年度の令和５（2023）年度中に約 19 万人、令

和７（2025）年度には約20万人になると見込まれます。さらに、令和22（2040）

年度には高齢化率が 29％を超える推計となっています。 
 

【本市の高齢者人口の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

各年 10 月１日、人口単位：人 

  第７期計画期間 第８期計画期間   

  
Ｈ30年度 

（2018） 

Ｒ元年度 

（2019） 

Ｒ２年度 

（2020） 

Ｒ３年度 

（2021） 

Ｒ４年度 

（2022） 

Ｒ５年度 

（2023） 

Ｒ７年度 

（2025） 

Ｒ22年度 

（2040） 

総人口 1,516,483 1,530,457 1,536,980 1,544,131 1,551,281 1,558,432 1,572,733 1,567,190 

高齢者人口 306,699 310,806 322,235 326,703 331,171 335,640 344,575 457,718 

 65～74歳 154,586 152,376 153,484 150,667 147,849 145,032 139,397 219,805 

 75歳以上 152,113 158,430 168,750 176,036 183,322 190,608 205,178 237,913 

高齢化率 20.2％ 20.3％ 21.0％ 21.2％ 21.3％ 21.5％ 21.9％ 29.2％ 

 （全国） 28.1％ 28.4％ 28.9％ 29.1％ 29.3％ 29.6％ 30.0％ 35.3％ 

※平成 30～令和元年度の人口は、「川崎市年齢別人口」による数字、令和２年度以降の人口は、本市総務企画局が平成

29 年５月に公表した「川崎市総合計画第２期実施計画の策定に向けた将来人口推計について」をもとに推計を行っ

ています。 

※全国の高齢化率は、平成 30、令和元年度は「人口推計」（総務省）の確定値、令和２年度以降は、「日本の将来推計

人口（平成 29 年推計）」（国立社会保障・人口問題研究所）から引用しています。 

※65～74 歳を前期高齢者、75 歳以上を後期高齢者といいます。  

全 国 

川崎市 

超 高 齢 社 会 

超 高 齢 社 会 高 齢 社 会 

154,586 152,376 153,484  150,667  147,849  145,032  139,397 
219,805  

152,113 158,430 168,750  176,036  183,322  190,608  205,178 

237,913  306,699 310,806 322,235 326,703 331,171 335,640  344,575  

457,718  20.2 20.3 21.0 21.2 21.3 21.5 21.9 

29.2 28.1 28.4 28.9 29.1 29.3 29.6 30.0 

35.3 

20%

25%

30%

35%

0人 

100,000人 

200,000人 

300,000人 

400,000人 

500,000人 

600,000人 

H30年度 

2018 

R元年度 

2019 

R2年度 

2020 

R3年度 

2021 

R4年度 

2022 

R5年度 

2023 

R7年度 

2025 

（和暦） 

（西暦） 

75歳以上 

65～74歳 

高齢化率 

（本市） 

高齢化率 

（全国） 

推計値 実績値 

R22年度 
2040 
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（２）行政区別にみた高齢化の状況 

【令和元（2019）年 10月】 

▶ 川崎区、幸区、宮前区、麻生区で高齢化率が 22％以上となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【令和 22（2040）年（推計）】 

▶ 高津区、宮前区、多摩区、麻生区の高齢化率が 10 ポイント以上上昇する見込みです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【令和 22（2040）年の高齢化の進捗状況（推計）】 人口単位：人 

  全市 川崎区 幸 区 中原区 高津区 宮前区 多摩区 麻生区 

高齢者人口 457,718 64,197 50,461 72,598 70,500 76,304 61,714 61,944 

 対Ｒ元年差 ＋146,912 ＋12,598 ＋11,849 ＋32,607 ＋26,746 ＋25,245 ＋18,416 ＋19,451 

高齢化率 29.2％ 27.1％ 28.7％ 24.5％ 29.1％ 32.4％ 30.6％ 34.5％ 

 対Ｒ元年差 ＋8.9
ポイ

ント ＋5.0
ポイ

ント ＋6.0
ポイ

ント ＋9.2
ポイ

ント ＋10.3
ポイ

ント ＋10.4
ポイ

ント ＋10.9
ポイ

ント ＋10.9
ポイ

ント 

※端数処理により合計値は内訳と必ずしも一致しません。 

 

 

 

  

【高齢化率】 

30.0％以上～35.0％未満 ０区    ３区 

27.0％以上～30.0％未満 ０区    ３区 

23.0％以上～27.0％未満 １区    １区 

21.0％以上～23.0％未満 ３区    ０区 

14.0％以上～21.0％未満 ３区    ０区 

（令和元年）→（令和 22年） 

麻生区 
61,944人 
（34.5％） 

多摩区 
61,714人 
（30.6％） 

宮前区 
76,304人 
（32.4％） 

高津区 
70,500人 
（29.1％） 

中原区 
72,598人 
（24.5％） 

川崎区 
64,197人 
（27.1％） 

幸区 
50,461人 
（28.7％） 

※地図上の数値について 

 上段：高齢者人口 

 下段：高齢化率 

麻生区 
42,493人 
（23.6％） 

多摩区 
43,298人 
（19.7％） 

宮前区 
51,059人 
（22.0％） 

高津区 
43,754人 
（18.8％） 中原区 

39,991人 
（15.3％） 

幸区 
38,612人 
（22.7％） 川崎区 

51,599人 
（22.1％） 

超高齢社会 

世界保健機構（ＷＨＯ）や国連の定義では、高齢化率（総人口のうち 65歳以上の高齢

者が占める割合）が７％を超えた社会は「高齢化社会」、14％を超えた社会は「高齢社会」、

21％を超えた社会は「超高齢社会」とされています。 
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３ 高齢者を取り巻く状況 

（１）要介護・要支援認定者の状況 

本市の要介護・要支援認定者数は年々増加を続け、令和２（2020）年 10 月１

日時点では、約 5.9 万人となっています。また、市の高齢者の約 5.5 人に 1 人が

要介護・要支援認定を受けています。 

第８期計画の最終年度の令和５（2023）年度中には、要介護・要支援認定者数

は 6.7万人を超え、さらに、令和７（2025）年度には約 7.3万人、令和 22（2040）

年度には 9.8 万人を超える推計となっています。 
 

【本市の要介護・要支援認定者数の推移】                 各年 10 月１日、単位：人 

  第７期計画期間 第８期計画期間   

  
Ｈ30年度 

（2018） 

Ｒ元年度 

（2019） 

Ｒ２年度 

（2020） 

Ｒ３年度 

（2021） 

Ｒ４年度 

（2022） 

Ｒ５年度 

（2023） 

Ｒ７年度 

（2025） 

Ｒ22年度 

（2040） 

要支援１ 7,317 7,427 7,638 7,954 8,267 8,581 9,212 11,561 

要支援２ 7,474 7,900 7,891 8,220 8,549 8,879 9,537 12,155 

要介護１ 11,922 12,417 12,686 13,281 13,877 14,473 15,662 20,640 

要介護２ 9,774 10,333 10,449 10,975 11,504 12,031 13,086 17,820 

要介護３ 7,279 7,448 7,629 8,051 8,473 8,894 9,741 13,644 

要介護４ 6,653 6,889 7,093 7,503 7,916 8,330 9,152 13,022 

要介護５ 5,341 5,355 5,478 5,774 6,069 6,363 6,954 9,710 

第２号被保

険者（再掲） 
1,388 1,426 1,435 1,451 1,466 1,481 1,511 1,392 

合 計 55,760 57,769 58,864 61,758 64,655 67,551 73,344 98,552 

※要介護・要支援認定者数には、40 歳以上 64 歳以下の医療保険加入の方（第２号被保険者）を含みます。 

※令和３年度以降は、本市健康福祉局の自然体推計です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

※第１号被保険者とは、65 歳以上の本市の介護保険の被保険者です。住所地特例等により 65 歳以上人口とは数値

が異なります。  

55,760 57,769 58,864 61,758 64,655 67,551 
73,344 

98,552 

18.4  18.8  19.0  19.7  20.3  20.9  
22.1  

22.2  

18%

20%

22%

24%

0人 

20,000人 

40,000人 

60,000人 

80,000人 

100,000人 

120,000人 

H30年度 

2018 

R元年度 

2019 

R2年度 

2020 

R3年度 

2021 

R4年度 

2022 

R5年度 

2023 

R7年度 

2025 

R22年度 

2040 

(和暦) 

(西暦) 

要介護５ 

要介護４ 

要介護３ 

要介護２ 

要介護１ 

要支援２ 

要支援１ 

第１号 

被保険者 

認定率 

実績値 推計値 

34.3％ 

39.3％ 

26.4％ 

35.2％ 

39.2％ 

25.6％ 
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【介護が必要になった主な原因（参考：全国値）】 

▶ 男性は脳血管疾患、女性は認知症の原因が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
※厚生労働省「国民生活基礎調査」（令和元年）をもとに作成 

 

【年齢別の要介護・要支援認定率】 

▶ 80歳以上になると、要介護・要支援認定を受ける割合が大きく上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全国値は介護保険事業状況報告（暫定）令和２年３月分により算出した概数、川崎市は令和２年４月１日現在 

 

【介護が必要になった場合の本市の高齢者の意向】 

問 あなたは、介護が必要になった場合、どのようにしたいですか（単一回答）。 

▶ 約 56％の人が介護が必要になっても「自宅で暮らしたい」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※令和元年度高齢者実態調査（一般高齢者）  

14.5  

41.2  

5.5  

8.6  

5.2  

2.2  

1.3  

12.9  

8.5  

0% 20% 40% 60%

主に家族の介護を受けながら、自宅 

主に介護サービスを利用して、自宅 

少人数で生活できる介護付きホーム 

特別養護老人ホームなどの介護施設 

民間の介護付き有料老人ホーム 

病院に入院したい 

その他 

わからない 

無回答 n=15,903 

2.8% 

5.4% 

12.4% 

26.6% 

48.2% 

72.2% 

3.2% 

6.2% 

13.9% 

29.7% 

52.4% 

77.6% 

0% 20% 40% 60% 80%

65～69歳 

70～74歳 

75～79歳 

80～84歳 

85～89歳 

90歳以上 

全国 

川崎市 

16.1 

26.0 

11.0 

4.5 

6.0 

3.8 

10.8 

4.4 

14.1 

17.6 

13.8 

19.5 

12.5 

5.5 

16.1 

12.8 

10.7 

13.9 

25.6 

33.5 

21.6 

0% 25% 50% 75% 100%

総数 

男性 

女性 

脳血管疾患 

（脳卒中） 

心疾患 

（心臓病） 

関節疾患 認知症 骨折・転倒 高齢による 

衰弱 

その他・ 

わからない・ 

不詳 

 

『自宅で暮らしたい』 
55.7％ 

『自宅以外』 

21.5％ 
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（２）認知症高齢者数の推移 

本市の認知症高齢者数は、令和２（2020）年に 5.7万人を超え、市の高齢者の

約６人に１人が認知症であると推計しています。今後増加を続け、令和 12（2030）

年には約 8.6 万人、令和 22（2040）年には約 10 万人まで増加すると想定して

います。 

【本市の認知症高齢者数の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究」（平成 26 年度厚生労働科学研究費補助金特別研

究事業 九州大学二宮教授）から作成しています。 

※この推計は、平成 27 年国勢調査をベースに、本市総務企画局が平成 29 年５月に公表した「川崎市総合計画

第２期実施計画の策定に向けた将来人口推計について」に、認知症有病率を乗じて算出したものです。認知症

有病率に軽度認知障害（ＭＣＩ）は含まれません。 

 

（３）平均寿命と健康寿命 

平均寿命と健康寿命★の差は、男性で 8.9 年、女性で 12.3 年となっています。

男女ともに日常生活に制限のある期間が長いことを示しています。 

【平均寿命と健康寿命（参考：全国値）】 

 

 

 

 
 

※平均寿命は厚生労働省「簡易生命表」、健康寿命は厚生労働省「国民生活基礎調査」をもとに算出した数値です。 

  ※平成 28 年時点 

 

 

 

 

 

 

  

74.8  

72.1  

87.1 

81.0 

65年 70年 75年 80年 85年 90年 

女性 

男性 

健康寿命 

平均寿命 

1,902  1,656  1,673  2,167  3,055  
3,433  4,126  3,592  3,628  

5,879  

6,019  7,327  8,809  7,666  
10,047  10,105  12,271  14,926  17,935  
15,766  

20,656  
32,321  

43,299  
54,192  

67,925  

42,115  

57,701  

72,299  

85,588  

102,672  

14.7 

17.9 

21.0 
22.8 22.4 

16%

18%

20%

22%

0人 

20,000人 

40,000人 

60,000人 

80,000人 

100,000人 

120,000人 

H27年 

2015 

R2年 

2020 

R7年 

2025 

R12年 

2030 

R22年 

2040 

（和暦） 

（西暦） 

85歳以上 

80～84歳 

75～79歳 

70～74歳 

65～69歳 

高齢者人口に 

占める割合 

健康寿命 

健康上の問題で日常生活が制限されることなく健康的に生活ができる期間のことで

す。わが国では、国民生活基礎調査・健康票における質問項目である「日常生活に制限

のない期間の平均」と生命表を基礎情報としたもので算出する場合が多く、上記グラフ

もこれに基づいています。 

健康寿命は、平均寿命との差に着目しており、その差は、日常生活に制限のある「不

健康な期間」を意味します。疾病の予防、健康増進、介護予防等によって、平均寿命と

健康寿命の差を短縮することができれば、個人の生活の質の低下を防ぐことができるた

め、健康寿命の延伸が重要となります。 
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（４）高齢者世帯の状況 

【本市の高齢者の親族のいる一般世帯】 

▶ 一般世帯のうち、高齢者のいる世帯は約 3割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※平成 27 年国勢調査 

【本市の高齢者の世帯員のいる一般世帯の家族類型別割合】 

▶ 川崎区は「単独世帯」の割合が高く、麻生区は「夫婦のみの世帯」の割合が高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※平成 27 年国勢調査、「男親と子」「非親族を含む世帯」の値は省略しています。 

 

【本市のひとり暮らし高齢者数の推移】 

▶ 平成 27（2015）年時点では、市の高齢者の約５人に１人がひとり暮らしとなってい

ます（全国値は 17.7％、約６人に１人）。 

 

 

 

 

 

 

 
 

※国勢調査  

高齢者夫婦世帯 

54,483世帯 

高齢単身世帯 

57,959世帯 

その他 

74,259世帯 

それ以外の 

一般世帯 

503,185世帯 

7.9％ 

8.4％ 

10.8％ 

72.9％ 
65歳以上の 
親族のいる 
一般世帯 
（27.1％） 

29.2 

22.4 

27.2 

27.2 

28.4 

34.1 

30.4 

36.7 

16.0 

14.2 

15.6 

15.7 

16.4 

17.6 

16.5 

16.9 

10.0 

10.5 

11.1 

10.4 

10.0 

9.4 

10.1 

8.4 

10.5 

13.0 

10.9 

11.6 

10.0 

9.1 

9.9 

8.7 

31.0 

36.7 

31.4 

32.2 

31.7 

27.2 

30.1 

26.1 

0% 25% 50% 75% 100%

全 市 

川崎区 

幸 区 

中原区 

高津区 

宮前区 

多摩区 

麻生区 

夫婦のみ 夫婦と子 
男親と子 

女親と子 

核家族以外 
の世帯 非親族を 

含む世帯 
単独世帯 

核家族世帯 

4,865  8,024  10,879  
17,023  22,151  11,941  

17,103  
21,998  

30,183  

35,808  

16,806  

25,127  

32,877  

47,206  

57,959  14.0 
16.2 16.9 

19.9 20.7 

14%

18%

22%

0人 

10,000人 

20,000人 

30,000人 

40,000人 

50,000人 

60,000人 

70,000人 

H7年 

1995 

H12年 

2000 

H17年 

2005 

H22年 

2010 

H27年 

2015 

（和暦） 

（西暦） 

ひとり暮らし高齢者 

（女性） 

ひとり暮らし高齢者 

（男性） 

高齢者人口に占める 

割合 
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（５）高齢障害者数の推移 

令和２（2020）年の時点で、本市の身体障害児・者の約 68％は高齢者となっ

ています。 

 

【本市の身体障害児・者数（身体障害者手帳所持者数）の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※各年４月１日時点、健康福祉局障害福祉課調べ 

 

【本市の知的障害児・者数（療育手帳所持者数）の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※各年４月１日時点、健康福祉局障害福祉課調べ 

※知的障害は、判定のみ受けて療育手帳を所持していない方も含みます。 

 

【本市の精神障害児・者数（精神障害者保健福祉手帳所持者数）の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

※各年４月１日時点、健康福祉局精神保健福祉センター調べ 

  

786  905  921  900  898  920  
11,318  11,030  10,848  10,864  10,933  11,084  

20,049  
24,597  24,992  25,320  25,498 25,575 

32,153  

36,532  36,761  37,084  37,329  37,579  

0人 

10,000人 

20,000人 

30,000人 

40,000人 

H22年 

2010 

H28年 

2016 

H29年 

2017 

H30年 

2018 

H31年 

2019 

R2年 

2020 

（和暦） 

（西暦） 

65歳以上 

18歳以上65歳未満 

18歳未満 

2,427  3,035  3,180  3,335  3,482  3,799  

4,190  

5,778  5,960  6,345  6,629  6,730  
186  

342  359  
401  418 448 

6,803  

9,155  9,499  
10,081  

10,529  
10,977  

0人 

2,000人 

4,000人 

6,000人 

8,000人 

10,000人 

12,000人 

H22年 

2010 

H28年 

2016 

H29年 

2017 

H30年 

2018 

H31年 

2019 

R2年 

2020 

（和暦） 

（西暦） 

65歳以上 

18歳以上65歳未満 

18歳未満 

45  128  143  157  179  219  
5,136  

8,798  9,268  9,924  10,813  11,730  900  

1,641  
1,724  

1,818  
1,915 

2,003 

6,081  

10,567  
11,135  

11,899  
12,907  

13,952  

0人 

2,000人 

4,000人 

6,000人 

8,000人 

10,000人 

12,000人 

14,000人 

H22年 

2010 

H28年 

2016 

H29年 

2017 

H30年 

2018 

H31年 

2019 

R2年 

2020 

（和暦） 

（西暦） 

65歳以上 

18歳以上65歳未満 

18歳未満 



 
 川崎市における高齢者の状況 第２章 

 25 かわさきいきいき長寿プラン 

（６）在宅医療等の必要量の状況 

本市の平成 37（2025）年の在宅医療★等の必要量は 21,730人分で、平成 25

（2013）年と比較して、7,909 人分の増加が見込まれています。 

【平成 37（2025）年の本市の在宅療養者の状況（神奈川県地域医療構想）】 単位：人 

区分 
平成 25年 

（2013）Ａ 
平成 37年 

（2025）Ｂ 
差引 

[Ｂ－Ａ] 
増加率 
[Ｂ／Ａ] 

川崎北部 
在宅医療等 8,014 13,599 5,586 169.7％ 

(再掲)訪問診療分 6,359 9,705 3,346 152.6％ 

川崎南部 
在宅医療等 5,808 8,131 2,323 140.0％ 

(再掲)訪問診療分 4,319 5,766 1,447 133.5％ 

川崎市 
全域 

在宅医療等 13,822 21,730 7,909 157.2％ 

(再掲)訪問診療分 10,678 15,471 4,793 144.9％ 

※平成 25 年の在宅医療等の患者数は、次の①～④の患者数の合計です。①療養病床の入院患者数のうち、医療

区分１の患者数の 70%の患者数、②平成 25 年に在宅患者訪問診療料を算定している患者数、③平成 25 年

の介護老人保健施設の施設サービス受給者数、④一般病床の入院患者のうち、医療資源投入量が 175 点未満

の患者数。 

※「在宅医療等」は、居宅、特別養護老人ホーム、軽費老人ホーム、有料老人ホーム、介護老人保健施設など、

病院・診療所以外の療養を営む場所で受ける医療をいいます。 

※「訪問診療分」の患者数は、②の患者数を指します。 

 

（７）死亡場所別の死亡割合の推移 

本市の「病院・診療所」での死亡割合は減少し、「自宅」及び「介護老人保健施設・

老人ホーム」での死亡割合は増加傾向にあります。 

【本市の死亡場所別死亡割合の推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※厚生労働省「人口動態調査」 

 

 

 

  

在宅医療 

高齢になっても、病気になっても、障害があっても住み慣れた地域で自分らしい生活

を続けられるよう、入院医療や外来医療、介護・福祉サービスと相互に補完しながら、

患者の日常生活を支える医療のことをいいます。 

76.1 75.0 73.3 73.0 71.6 69.9 68.2 

5.3 6.3 7.6 8.2 9.5 10.0 11.3 

16.0 16.2 16.8 16.3 16.8 17.9 18.5 

2.5 2.5 2.4 2.5 2.1 2.2 2.0 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H24年 

2012 

H25年 

2013 

H26年 

2014 

H27年 

2015 

H28年 

2016 

H29年 

2017 

H30年 

2018 
（和暦） 

（西暦） 

その他 

自宅 

介護老人保健施設・

老人ホーム 

病院・診療所 
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４ 川崎市における高齢者の意識と実態 

令和元年度川崎市高齢者実態調査（以下「高齢者実態調査」といいます。）における、

本市の高齢者の日常生活や社会参加、いきがいなどについての意識や実態に関する結

果は、次のとおりです（調査概要については、第１章を参照）。 

※図表中の「ｎ」は各設問に該当する回答者の総数であり、回答率（％）の母数をあらわしています。また、年度

の記載がない図表は令和元年度の調査結果です。 
 

（１）外出頻度 

【一般高齢者調査】 

問 あなたは、１週間のうちどのくらい外出していますか（単一回答）。 

▶ 半数以上の人が「ほぼ毎日」外出しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上問で「外出する」と答えた方） 

問 主な外出先（外出理由）はどれですか（複数回答）。 

▶ 「買い物」「趣味のサークルや教室」「友人宅」などは女性の割合が高く、「散歩」「仕事」

などは男性の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

89.2  

33.7  

41.3  

30.6  

22.4  

31.1  

17.3  

9.5  

10.1  

2.1  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性 n=7,864 

72.6  

44.9  

33.9  

31.2  

33.7  

17.6  

5.5  

8.6  

10.1  

3.4  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買い物 

散歩 

通院 

運動（ウォーキングや体操など） 

仕事 

趣味のサークルや教室 

友人宅 

ボランティアなど地域の活動 

その他 

無回答 

男性 n=7,068 

2.9 

3.1 

3.6 

12.1 

13.0 

13.8 

29.3 

29.7 

31.6 

52.5 

50.8 

48.1 

3.2 

3.3 

3.0 

0% 25% 50% 75% 100%

令和元年度 n=15,903 

平成28年度 n=16,600 

平成25年度  n=2,522 

ほとんど 

外出しない 

週１～２日 週３～４日 ほぼ毎日 無回答  
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（２）就労状況 

【一般高齢者調査】 

問 あなたは現在、収入がともなう仕事をしていますか（単一回答）。 

▶ 約３割の人が収入がともなう仕事をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 あなたは、今後収入がともなう仕事をしたい（続けたい）と思いますか（単一回答）。 

▶ 65～69歳の男性は『就労意向がある』人が７割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

※『就労意向がある』＝「仕事をしたい（続けたい）」＋「都合のつくときのみ仕事をしたい（続けたい）」  

31.8 

29.6 

26.7 

65.9 

68.5 

71.1 

2.2 

1.9 

2.2 

0% 25% 50% 75% 100%

令和元年度 n=15,903 

平成28年度 n=16,600 

平成25年度  n=2,522 

している していない 無回答  

33.3  

52.3  

37.1  

24.0  

16.2  

8.5  

5.4  

21.8 

21.8 

23.2 

23.1 

19.8 

16.3 

11.7 

39.7 

23.0 

35.3 

46.7 

56.9 

66.8 

66.4 

5.2 

2.9 

4.4 

6.3 

7.1 

8.4 

16.5 

0% 25% 50% 75% 100%

男性全体  n=7,536 

65～69歳  n=2,073 

70～74歳  n=2,150 

75～79歳  n=1,758 

80～84歳  n=1,051 

85～89歳    n=416 

90歳以上     n=89 

仕事をしたい 

（続けたい） 

都合のつくとき 

のみ仕事をしたい 

（続けたい） 

仕事をしたくない 無回答  

22.5  

37.9  

25.0  

16.2  

8.2  

4.2  

2.2  

18.9 

24.6 

23.0 

16.4 

11.9 

4.3 

3.2 

48.7 

34.1 

45.0 

56.2 

61.9 

66.6 

73.9 

9.8 

3.4 

6.9 

11.2 

18.0 

24.9 

20.7 

0% 25% 50% 75% 100%

女性全体  n=8,367 

65～69歳  n=2,301 

70～74歳  n=2,272 

75～79歳  n=2,016 

80～84歳  n=1,175 

85～89歳    n=484 

90歳以上    n=118 

74.1％ 

年 
 

齢 

年 
 

齢 
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（３）生活のはりや楽しみ 

【一般高齢者調査／要介護・要支援認定者調査】 

問 あなたは、現在の生活に「はり」や「楽しみ」を感じていますか（単一回答）。 

▶ 生活に「はり」や「楽しみ」を『感じている』人は一般高齢者で４割超、要介護・要支

援認定者で約２割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 
※『感じている』＝「とても感じる」＋「まあ感じる」 

 

▶ 一般高齢者では、仕事をしている人や健康状態が良い人ほど、生活にはりや楽しみを『感

じている』割合が高く、要介護・要支援認定者では、要介護度が高いほど、生活にはり

や楽しみを『感じている』割合が低くなっています。 

 単位：％ 

項 目 

回
答
者
数
（
人
） 

と
て
も
感
じ
る 

ま
あ
感
じ
る 

普
通 

あ
ま
り
感
じ
な
い 

ま
っ
た
く 

感
じ
な
い 

『
感
じ
て
い
る
』 

『
感
じ
て
い
な
い
』 

一般高齢者 15,903 14.3 29.1 45.1 8.5 2.0 43.4 10.5 

健
康
状
態 

非常に健康 1,917 45.0 30.0 22.7 1.9 0.1 75.0 2.0 

ほぼ健康 10,690 12.2 33.3 47.6 5.7 0.8 45.5 6.5 

あまり健康でない 2,659 3.7 15.6 54.0 21.4 4.9 19.3 26.3 

健康でない 451 3.0 10.5 35.9 27.1 22.2 13.5 49.3 

仕
事
の

有
無 

している 5,058 18.7 32.9 40.4 6.2 1.0 51.6 7.2 

していない 10,488 12.4 27.5 47.2 9.5 2.5 39.9 12.0 
          

要介護・要支援認定者 5,357 6.7 14.6 47.2 22.4 6.5 21.3 28.9 

要
介
護
度 

要支援１ 992 8.8 17.7 52.5 14.6 3.3 26.5 17.9 

要支援２ 1,103 8.5 17.0 51.0 17.8 3.8 25.5 21.6 

要介護１ 1,216 7.6 14.4 50.3 20.1 5.7 22.0 25.8 

要介護２ 966 4.9 16.0 42.7 26.7 7.0 20.9 33.7 

要介護３ 537 4.6 8.4 42.9 32.5 9.1 13.0 41.6 

要介護４ 319 2.8 9.5 39.8 32.8 12.0 12.3 44.8 

要介護５ 224 2.5 6.4 27.5 33.1 23.5 8.9 56.6 

※「無回答」は掲載を省略 

※『感じている』＝「とても感じる」＋「まあ感じる」、 
   『感じていない』＝「あまり感じない」＋「まったく感じない」  

14.3 

6.7 

29.1 

14.6 

45.1 

47.2 

8.5 

22.4 

2.0 

6.5 

1.0 

2.6 

0% 25% 50% 75% 100%

一般高齢者 n=15,903 

要介護・要支援認定者 

n=5,357 

とても 

感じる 

まあ感じる 普通 あまり 

感じない 

まったく 

感じない 

無回答  
『感じている』 

43.4％ 

21.3％ 
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（４）住まいで使いにくいところ 

【一般高齢者調査／要介護・要支援認定者調査】 

問 現在の住まいで使いにくいところはありますか（複数回答）。 

▶ 『使いにくいところがある』人は、一般高齢者で約３割、要介護・要支援認定者で約５

割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※『使いにくいところがある』＝100％-「特にない」-「無回答」 

 

▶ 要介護・要支援認定者のうち『使いにくいところがある』割合は、要介護３が約６割、

要介護４以上が６割以上となっています。 

単位：％ 

項 目 

回
答
者
数
（
人
） 

浴
そ
う
・
浴
室 

階
段 

玄
関 

ト
イ
レ 

台
所 

洗
面
所 

居
室 

廊
下 

『
使
い
に
く
い 

と
こ
ろ
が
あ
る
』 

要介護・要支援認定者 5,357 25.0 23.3 14.3 12.4 9.5 7.7 6.7 4.5 51.7 

要
介
護
度 

要支援１ 992 16.2 21.2 9.7 7.5 7.9 4.5 3.9 2.9 45.5 

要支援２ 1,103 22.5 22.1 10.9 9.2 10.7 6.6 5.4 3.4 49.8 

要介護１ 1,216 22.5 20.9 12.5 9.2 6.7 5.6 6.2 3.2 45.1 

要介護２ 966 31.3 25.7 16.4 16.3 13.8 9.6 9.9 5.7 57.9 

要介護３ 537 32.9 26.3 21.7 17.6 10.1 10.4 8.0 6.4 59.6 

要介護４ 319 31.7 27.8 19.8 23.6 6.3 11.9 8.3 8.5 63.0 

要介護５ 224 35.0 27.9 28.4 22.9 10.5 16.1 8.0 8.0 61.5 

※「無回答」は掲載を省略 

 

  

10.4  

12.9  

5.5  

5.4  

5.8  

3.8  

3.3  

1.4  

3.0  

67.1  

3.4  

0% 20% 40% 60% 80%

浴そう・浴室 

階段 

玄関 

トイレ 

台所 

洗面所 

居室 

廊下 

その他 

特にない 

無回答 

一般高齢者 n=15,903 

25.0  

23.3  

14.3  

12.4  

9.5  

7.7  

6.7  

4.5  

4.1  

42.6  

5.7  

0% 20% 40% 60% 80%

要介護・要支援認定者 n=5,357 

『使いにくい 
ところがある』 

51.7％ 

『使いにくい 
ところがある』 

29.5％ 
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（５）今後の暮らし方 

【一般高齢者調査（再掲）／要介護・要支援認定者調査】 

問 あなたは、介護が必要になった場合、どのようにしたいですか／今後、どのようにし

たいですか（単一回答）。 

▶ 『自宅』での暮らしを希望する人は、一般高齢者で５割超、要介護・要支援認定者で６

割超となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▶ 要介護・要支援認定者のうち『自宅』での暮らしを希望する人は、「ひとり暮らし高齢

者」でも５割を超えています。 

単位：％ 

項 目 

回
答
者
数
（
人
） 

主
に
家
族
の
介
護
を
受
け
な

が
ら
、
自
宅
で
暮
ら
し
た
い 

主
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
、
自
宅
で
暮
ら
し
た
い 

少
人
数
で
生
活
で
き
る
介
護

付
き
ホ
ー
ム
（
住
宅
）
で
暮
ら

し
た
い 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

の
介
護
施
設
に
入
り
た
い 

民
間
の
介
護
付
き
有
料
老
人

ホ
ー
ム
に
入
り
た
い 

病
院
に
入
院
し
た
い 

『
自
宅
』 

『
自
宅
以
外
』 

要介護・要支援認定者 5,357 29.4 34.3 2.7 6.6 2.2 1.3 63.7 12.8 

家
族
構
成 

ひとり暮らし高齢者 1,412 12.4 42.0 4.2 7.0 3.9 1.6 54.4 16.7 

夫婦世帯 1,594 33.6 32.4 2.1 6.4 1.4 1.5 66.0 11.4 

子や孫などと同居 1,866 38.7 31.8 1.8 6.4 1.5 1.1 70.5 10.8 

その他の世帯 320 30.1 24.8 4.2 6.5 3.4 0.4 54.9 14.5 

※「その他」「わからない」「無回答」は掲載を省略 

※『自宅』＝「主に家族の介護を受けながら、自宅で暮らしたい」＋「主に介護サービスを利用して、自宅

で暮らしたい」 

※『自宅以外』＝「少人数で生活できる介護付きホームで暮らしたい」＋「特別養護老人ホームなどの介護

施設に入りたい」＋「民間の介護付き有料老人ホームに入りたい」＋「病院に入院したい」 

 
  

29.4  

34.3  

2.7  

6.6  

2.2  

1.3  

2.7  

12.0  

8.8  

0% 20% 40% 60%

要介護・要支援認定者 n=5,357 

14.5  

41.2  

5.5  

8.6  

5.2  

2.2  

1.3  

12.9  

8.5  

0% 20% 40% 60%

主に家族の介護を受けながら、自宅 

主に介護サービスを利用して、自宅 

少人数で生活できる介護付きホーム 

特別養護老人ホームなどの介護施設 

民間の介護付き有料老人ホーム 

病院に入院したい 

その他 

わからない 

無回答 

一般高齢者n=15,903 

『自宅』 
55.7％ 

『自宅以外』 

21.5％ 

『自宅』 

63.7％ 

『自宅以外』 
12.8％ 
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【要介護・要支援認定者調査】 

問 現時点での、施設への入所・入居の検討状況について、ご回答ください（単一回答）。 

▶ 要介護・要支援認定者のうち、施設への入所・入居を検討している（「すでに申し込み」

を含む）割合は、要介護３以上の「ひとり暮らし高齢者」で高くなっています。 

 単位：％ 

項 目 

回
答
者
数
（
人
） 

入
所
・
入
居
は 

検
討
し
て
い
な
い 

入
所
・
入
居
を 

検
討
し
て
い
る 

す
で
に
入
所
・ 

入
居
申
し
込
み 

を
し
て
い
る 

要介護・要支援認定者 5,357 63.1 17.5 6.7 

家
族
構
成×

要
介
護
度 

ひとり暮らし高齢者 1,412 56.8 20.8 8.1 

 要支援１ 343 58.4 18.4 3.4 

 要支援２ 355 62.3 18.4 3.7 

 要介護１ 354 61.7 18.8 7.6 

 要介護２ 195 52.3 25.8 9.8 

 要介護３ 86 33.8 33.0 24.4 

 要介護４ 55 46.7 28.2 15.6 

 要介護５ 24 21.5 17.4 61.2 

夫婦世帯 1,594 63.9 18.6 4.6 

 要支援１ 308 70.8 11.4 2.1 

 要支援２ 326 65.8 16.9 1.4 

 要介護１ 344 66.9 18.0 2.0 

 要介護２ 305 63.8 21.9 4.5 

 要介護３ 177 54.3 24.8 9.7 

 要介護４ 70 43.8 29.7 18.9 

 要介護５ 64 53.2 20.2 17.1 

子や孫などと同居 1,866 69.8 14.9 5.3 

 要支援１ 274 73.9 9.1 0.7 

 要支援２ 320 74.8 9.7 0.2 

 要介護１ 407 74.6 13.6 3.5 

 要介護２ 385 69.8 20.5 3.5 

 要介護３ 216 62.1 21.1 11.0 

 要介護４ 159 56.3 17.0 16.7 

 要介護５ 105 61.2 14.1 17.2 

※「その他の世帯」「無回答」は掲載を省略 
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（６）在宅サービスの利用状況 

【要介護・要支援認定者調査】 

問 在宅サービスの利用全体についての満足度をご回答ください（単一回答）。 

▶ 要介護・要支援認定者のうち、「在宅サービスは、現在まったく利用していない」人が

約４割となっています。 

 

 

 

 

 
 

▶ 在宅サービスを利用している人のうち、利用全体を『評価』している（「不満」がない）

人が９割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

※『評価』＝「とても満足」＋「やや満足」＋「普通」 

※「利用していない」「無回答」を除く回答者数のうち、満足度の割合 

 

 

問 （上問で「在宅サービスは、現在まったく利用していない」と答えた方） 

その理由についてご回答ください（複数回答）。 

▶ 在宅サービスを利用していない理由は、「自分で生活できるから」「家族が介護してくれ

るから」が４割を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上位 10 項目を掲載  

46.3 

47.0 

37.9 

36.4 

15.8 

16.6 

0% 25% 50% 75% 100%

令和元年度  n=5,357 

平成28年度  n=5,496 

満足度回答あり 在宅サービスは、現在まったく利用していない 無回答  

18.8 

18.7 

27.9 

27.6 

47.3 

46.6 

5.4 

6.2 

0.6 

0.9 

0% 25% 50% 75% 100%

令和元年度  n=2,482 

平成28年度  n=2,582 

とても満足 やや満足 普通 やや不満 とても不満  
『評価』94.0％ 

92.9％ 

44.6  

43.9  

9.5  

5.7  

5.6  

4.6  

4.3  

4.3  

3.2  

2.8  

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自分で生活できるから 

家族が介護してくれるから 

他人を家に入れたくないから 

利用料が高いから 

住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを利用するため 

希望するサービスがないから 

要介護認定を受けたばかりだから 

病院に入院しているから 

有料老人ホームに入居しているから 

サービスの質に疑問があるから n=2,029 
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（７）地域包括ケアシステムの理解度 

【一般高齢者調査】 

問 川崎市では、超高齢社会の到来を見据えて、「地域包括ケアシステム」の構築を進め

ています。あなたの「地域包括ケアシステム」の理解度や行動について、あてはまる

ものについて、ご回答ください（単一回答）。 

▶ 地域包括ケアシステムの『認知度』が約６割、『理解度』が約１割となっています。『理

解度』が前回調査よりやや下がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

▶ 女性のほうが地域包括ケアシステムの『理解度』や『認知度』がやや高くなっています。 

 単位：％ 

項 目 

回
答
者
数
（
人
） 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
こ
と
や
、
そ
の
た
め
に

自
分
が
何
を
す
れ
ば
よ
い

か
を
知
っ
て
い
て
、
具
体

的
に
行
動
し
て
い
る 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
こ
と
や
、
そ
の
た
め
に

自
分
が
何
を
す
れ
ば
よ
い

か
は
知
っ
て
い
る
が
、
具

体
的
に
行
動
し
て
い
な
い 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
内
容
は
お
お
む
ね
知
っ

て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に

自
分
が
何
を
す
れ
ば
よ
い

か
わ
か
ら
な
い 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

は
、
名
称
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
が
内
容
は
知
ら
な
い 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
聞
い
た
こ
と
が
な
い 

『
理
解
度
』 

『
認
知
度
』 

一般高齢者 15,903 2.1 8.8 14.2 33.7 31.2 10.9 58.8 

性別 
男  性 7,536 1.8 6.8 11.1 33.4 37.5 8.6 53.1 

女  性 8,367 2.5 10.6 17.1 34.0 25.4 13.1 64.2 

居
住
区 

川崎区 2,693 2.2 7.6 12.9 31.1 33.1 9.8 53.8 

幸区 1,937 2.8 9.4 14.9 33.2 29.3 12.2 60.3 

中原区 2,117 2.3 8.9 15.2 31.0 32.9 11.2 57.4 

高津区 2,234 2.3 8.3 14.2 33.6 31.4 10.6 58.4 

宮前区 2,514 2.2 9.6 12.7 34.6 31.9 11.8 59.1 

多摩区 2,214 1.6 7.8 13.6 35.3 32.3 9.4 58.3 

麻生区 2,194 1.8 10.3 16.7 37.5 26.4 12.1 66.3 

※「無回答」は掲載を省略 
※『理解度』＝「地域包括ケアシステムのことや、そのために自分が何をすればよいかを知っていて、具体的に
行動している」＋「地域包括ケアシステムのことや、そのために自分が何をすればよいかは知っているが、具
体的に行動していない」 
『認知度』＝「理解度」＋「地域包括ケアシステムの内容はおおむね知っているが、そのために自分が何をす
ればよいかわからない」＋「地域包括ケアシステムは、名称を聞いたことがあるが内容は知らない」

2.7  

8.6  

13.0  

32.1  

29.2  

14.4  

0% 10% 20% 30% 40% 50%

n=16,600 

2.1  

8.8  

14.2  

33.7  

31.2  

10.0  

0% 10% 20% 30% 40% 50%

地域包括ケアシステムのことや、 

そのために自分が何をすればよいかを 

知っていて、具体的に行動している 

地域包括ケアシステムのことや、 

そのために自分が何をすればよいかは 

知っているが、具体的に行動していない 

地域包括ケアシステムの内容は 

おおむね知っているが、そのために 

自分が何をすればよいかわからない 

地域包括ケアシステムは、名称を 

聞いたことがあるが内容は知らない 

地域包括ケアシステムを聞いたことがない 

無回答 n=15,903 

『理解度』 
10.9％ 

『認知度』 
58.8 
％ 

『理解度』 

11.3％ 

『認知度』 

56.4 
％ 

令和元年度 平成 28年度 




